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【はじめに】近年、MEMS加速度センサは多くの機器に搭載されている。しかし、加速度検知範

囲が狭くセンサ単体の実装であり小型化への課題がある。そこで我々は、小型かつ広検出範囲の

アレイ型 CMOS-MEMS加速度センサの研究を行っている[1]。これまでにアレイ型 CMOS-MEMS

加速度センサ用のデバイスを試作した[2]。今回、試作したデバイスの C-f(Capacitance-frequency)

特性の測定を行うことによって、基本性能である共振周波数、Q 値、ブラウニアンノイズ（熱雑

音）の検討を行ったので報告する。 

【デバイスの特徴】図 1(a),(b)に、MEMS 加速度センサの構造を示す。(a)が上面図、(b)が断面図

である。センサ構造の特徴は、i)錘の材料はブラウニアンノイズを下げるために、高密度の Auを

使用、ii)バネ上部にストッパを配置することにより、錘の左右の動きとバネの上下の動きによる

破損を防御, iii)錘下部にはスティッキング防止のために SiO2を取り付けた,ことである。本デバイ

スを実現するに当たり、加速度センサの特性として共振周波数 1000Ｈｚ以下、Q 値 5.0 以下、ブ

ラウニアンノイズ 100g/√Hz 以下を目標とした。 

【測定系】図 2に測定系を示す。測定は、MEMS加速度センサにバイアス電圧と周波数を変化さ

せながら交流電圧を加えた。周波数は 20~2.0kHzの範囲であった。測定器は LCRメータを用いた。 

【結果】測定結果から得た共振周波数より、Q 値とブラウニアンノイズを求めた。図 3 が C-f 特

性の測定結果である。共振周波数は 1037Hz であった。この結果により、計算から Q値は 2.1、ブ

ラウニアンノイズは 90.6g/√Hz となった（表 1）。目標を達成し、設計手法を確認することがで

き、アレイ型 CMOS-MEMS加速度センサの実現に見通しを得た。 
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Fig. 1 MEMS accelerometer design. 

 

 
Fig. 3 Frequency response. 
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Fig. 2 Setup for C-f measurement. 

 

 

Table 1 Designed and measured data. 

Design Measured Unit

Mech. resonant frequency 687 1037 Hz

Q factor 2.5 2.1 -

Brownian noise 51.6 90.6 g/√Hz
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